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【
国
民
健
康
保
険
】

春
は
、
引
っ
越
し
・
就
職
の
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
他
の
市
区
町
村
へ
の
転

入
や
転
出
、
職
場
の
健
康
保
険
に
入

っ
た
と
き
・
や
め
た
と
き
な
ど
は
、

国
保
の
加
入
や
喪
失
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
本
人
ま
た
は
、
家

族
の
方
が
届
け
出
を
14
日
以
内
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

（
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
）

◎
国
保
に
加
入
す
る
日
は
、
届
け
出

を
し
た
日
で
は
な
く
、
資
格
が
発

生
し
た
日（
転
入
し
た
日
、
職
場

の
健
康
保
険
を
や
め
た
日
な
ど
）

で
す
。
そ
の
た
め
、
届
け
出
が
遅

れ
る
と
、
加
入
者
は
被
保
険
者
の

資
格
を
得
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

（
喪
失
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
）

◎
転
出
や
職
場
の
健
康
保
険
等
へ
の

加
入
な
ど
で
、
国
保
の
資
格
を
喪

失
し
た
後
も
、
国
保
の
保
険
証
を

使
用
し
て
医
療
を
受
け
た
場
合
、

加
入
者
は
国
保
が
負
担
し
た
医
療

費
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は
、

14
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
、
正

し
い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

※
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

町
へ
の
届
出
の
ほ
か
に
、
医
療
機

関
の
窓
口
へ
保
険
証
を
提
示
し
、

変
更
の
あ
っ
た
こ
と
を
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

【
老
人
保
健
】

75
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
65
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
寝
た
き
り
状
態
等
の

方
で
、
か
つ
町
長
の
認
定
を
受
け
た

方
は
、
老
人
保
健
で
診
療
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。（
昭
和
7
年
9

月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
引
き

続
き
老
人
保
健
で
の
診
療
と
な
り
ま

す
。）左表

の
よ
う
な
異
動
、
変
更
な
ど

が
生
じ
た
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
町
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！ 

国　民　健　康　保　険 老　人　保　健 
こんなとき 手続きに必要なもの こんなとき 手続きに必要なもの 

入
る
と
き 

や
め
る
と
き 

そ
　
の
　
他 

転入したとき 65歳を過ぎて 
ねたきりになったとき 

転入してきたとき 

転出するとき 

死亡したとき 

町内で住所が 
変わったとき 

加入している 
健康保険が変 
更したとき 

印鑑、国民健康保険証（一部転入 
のとき） 

身体障害者手帳、健康保険証、 
印鑑、国民年金証書または医師 
の診断書 

印鑑、健康保険証（65歳を過ぎ 
てねたきりの方は、身体障害者 
手帳も） 

印鑑、老人医療受給者証 

印鑑、老人医療受給者証 

印鑑、老人医療受給者証 

新しい健康保険証、老人医療受 
給者証、印鑑 

※窓口で保険証を交付するときは、運転免許証等で本人確認をしています。提示がない場合は、配達記録 
　で郵送します。 

印鑑、健康保険の資格喪失証明 
書等 

印鑑、国民健康保険証と職場の 
健康保険証 

印鑑、国民健康保険証、母子手帳 

印鑑、国民健康保険証 

印鑑、国民健康保険証 

印鑑、国民健康保険証 

印鑑、国民健康保険証 

身分を証明するもの、印鑑 

印鑑、年金証書、国民健康保険証 

印鑑、在学証明書、国民健康 
保険証 

転出するとき 

死亡したとき 

子どもが生まれたとき 

保険証をなくしたとき 

職場の健康保険 
をやめたとき 

職場の健康保険 
に入ったとき 

修学のため子どもが 
他市区町村に住むとき 

住所・世帯主・氏 
名が変わったとき 

退職者医療制度 
に該当したとき 
退職者医療制度に 
該当しなくなったとき 

縦
覧
制
度
は
評
価
額
を
確
認
で
き
、

他
の
資
産
と
の
比
較
が
で
き
る
制
度

で
、
閲
覧
制
度
は
、
自
分
の
資
産
の

税
額
や
課
税
内
容
が
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。

（
縦
覧
制
度
）

土
地
や
家
屋
の
所
有
者
で
固
定
資

産
税
の
納
税
者
は
、
他
人
の
土
地
又

は
家
屋
の
評
価
額
等
を
縦
覧
帳
簿
に

よ
り
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
閲
覧
制
度
）

資
産
の
税
額
等
を
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。
縦
覧
期
間
中
は
、
課
税
台

帳
の
写
し
を
所
有
者
の
方
に
無
料
で

交
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
窓
口
で
申

し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
借
地
人
、
借
家
人
、
１
月

２
日
以
降
の
所
有
者
、
相
続
人
、
管

財
人
、
訴
え
提
起
者（
民
事
訴
訟
費

用
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
申
立

て
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
当
該
申

立
て
の
目
的
で
あ
る
固
定
資
産
の
価

格
に
よ
り
裁
判
所
へ
申
立
て
手
数
料

を
納
め
る
必
要
が
あ
る
場
合
）等
の

方
は
、
権
利
関
係
の
生
ず
る
土
地
又

は
家
屋
に
つ
い
て
閲
覧
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
土
地
又

は
家
屋
に
つ
い
て
、
課
税
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
証
明
を
発
行

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
証
明
に
つ

い
て
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。）

閲
覧
又
は
証
明
を
す
る
場
合
、
権

利
関
係
等
を
証
明
す
る
賃
貸
借
契
約

書
、
売
買
契
約
書
、
登
記
簿
謄
本
、

戸
籍
謄
本
、
選
任
書
、
訴
状
な
ど
の

書
面
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
申
請
者
の
方
の
身
分
証
明

書（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、

納
税
通
知
書
な
ど
）の
提
示
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

４
月
１
日（
金
）〜
５
月
31
日（
火
）

※
土
・
日
・
休
日
を

除
く
平
常
執
務
時

間
内

▼
縦
覧
場
所

税
務
課
窓
口

▼
縦
覧
で
き
る
人

納
税
者
、
納
税
管

理
人
、
委
任
状
を
有
す
る
代
理
人

▼
閲
覧
で
き
る
人

納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
、
委

任
状
を
有
す
る
代
理
人
、
借
地
人
、

借
家
人
、
１
月
２
日
以
降
の
所
有
者
、

相
続
人
、
管
財
人
、
訴
え
提
起
者

な
お
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
は
５
月
２
日（
月
）に
発
送
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
第
１
期
納
期
限
は

５
月
31
日（
火
）と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
内
線
２
５
５

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度

◎
問
い
合
わ
せ

町
民
課
　
1
内
線
２
４
７
・
２
７
４


